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Abstract 


Some females of Culex pipiens pallens are known under experimental cond tions to 
show "gonotrophic dissociation", a phenomenon that mosquitoes take blood meal but 
their ovaries do not develop to maturity. However, its ecological significance for the 
overwintering of this species in the field is not made so clear. In order to understand 
this problem, the follicular development was examined in the females which had been 
reared as adults from wild-caught larvae and fed on a chicken under outdoor conditions 
during the period from May to October. Examinations were also made with the 
females which had been reared from first instar larvae under various experimental 
conditions of temperatures from 18 to 25?C and photoperiods from 8 to 16 hours, and 
after blood-feeding kept under the same conditions or under outdoor conditions in 
November and December. In these experiments, most females developed mature eggs, 
that is, the rate of the females showing "gonotrophic dissociation" was not high. 
From theresults obtained here and the previous data that the overwintering population 
is composed mostly of the females which have not taken blood, it is suggested that 
the gonotrophic dissociation in this species does not play an important role in the 


overwintering ecology of this mosquito. 
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は じ 


Swellengrebel (1929) は , Anopheles maculipennis 
Complex に 属す る A. labranchiae atroparvus © Ẹ 
成虫 は , 冬 李 に も し ば し ば 吸血 する が , 卵巣 は 発育 せ 
ず に 脂肪 体 が 形成 され る こと を 観察 し , この 現象 を 栄 
礁 生殖 分 離 と 名 づけ た . これ が 遇 の 栄養 生殖 分 離 に つ 
いて の 最初 の 記載 で ある . その 後 , 多く の Anopheles 
の 種類 に つい て も 栄養 生殖 分 離 の 発現 が 次 々 と 報告 さ 
れ , これ に よっ て 形成 され る IRE RA! 成虫 の 
生存 に と っ て 重要 で ある と 考え られ た (Guelmino, 
1951; Rao, 1947 ; Washino, 1970)、 こ の よう だ, 
Anopheles の 多く の 種 で は , 越冬 e 成虫 に み ら れ る 
脂肪 体 は 血液 に 由来 する が , mh RERO AC, 


実 5s 

実験 は , 種々 の 温度 と 日 長 の 実験 条件 を 設定 し た 恒 
温室 及び 自然 条件 下 に ある 屋外 飼育 室 で 行なっ た . [E 
試し た アカ イエ カ は , 25°C, 16 時 間 日 長 下 で 累代 飼 
育 し て いる 系 統 を 1 今 幼虫 か ら , ある い は 野外 で 採集 
し た 高 令 幼虫 を , 飼育 羽化 させ た も の で ある . 幼虫 は , 
E 験 

5 ~10 月 に か け て 野外 か ら 採 集 し た 高 令 幼虫 を 屋外 
で 羽化 吸血 させ , 満腹 吸血 の み を えら ん で 継続 飼育 


Table 1. 
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め に 


一 般 に 炭水化物 の 摂取 に よる と され て いる (Downes, 
1958). し か し , イ エ カ 耶 科 の Culex pipiens Complex 
に 属す る C.p. pipiens 及び C.p. pallens で も 栄養 生 
殖 分 離 が 起き て いる 事実 は 知ら れ て いる (Eldridge, 
1966, 1968; 細井 , 1944; Hosoi, 1954), この イエ 
カ に 見 られ る 栄養 生 殆 分離 が 越冬 生態 に どの よう な 意 
義 を 有する か に つい て は 不明 な 点 が 多い . 

そこ で , この 問題 を 解明 する 第 1 歩 と し て , 種々 の 
条件 下 で 飼育 され た アカ イエ カ C. p. pallens の 吸血 
後 の 潤 胞 の 発育 状態 を 調査 し た の で , その 結果 に つい 
て 報告 する . 


方 法 


エビ オス と マッ ウス 用 固 型 飼料 の 粉末 と 等 分 に 混合 し た 
ECHA L. 吸血 は , 原則 と し て ヒヨコ を 1 晩 与 を 
て 行なっ た . 濾胞 の 発育 状態 の 調査 に は , RREA 
微 鏡 を 用 い , 渡 胞 の 発育 期 に 関す る 定義 は , 前 報 の 記 
載 に 基づい た (Oda, 1968, 1971). 


成 M 


し , その 濾胞 の 発育 状態 を 調査 した. その 結果 を 第 1 
表 に 示す . 


The follicular development after blood feeding of C. p. pallens females 
which were reared as adults from wild-caught larvae and kept continuously 
under outdoor conditions. 


Date of | Days from| Days from No. 9 9 Nosi? D e. s of the | 2 of 9 9 
Year emer- emergence | feeding to| dis- 8 with follicles 

gence | to feeding | dissection sected | N Ia Ib LII IIa IIb IIIa IIb IV V | in stageV 

| | 

1969 | May 15 10 20 125 000 00 0 0 0 0 125 100.0 
1969 Jul. 29 10 20 47 001 00 0 0 0 0 46 97.9 
1968 | Aug. 5 10 20 321,000 00 0 0 0 0 5 100.0 
1969 Sept. 24| 10 20 64 |0 0 120 0 0 0 0 0 63 98.4 
1967 Oct. 16 10 30 12,000 00 0 0 0 0 12 100.0 


1) About 9095 | of the ovarioles had second follicles with degenerated first follicles, 
and the remaining 10% nondegenerated first follicles. 
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7 月 及び 9 月 に 羽化 , 吸血 し た * の 中 に , それ ぞ れ が , 9 月 の の 卵巣 小 管 の 90 光 に は , 産卵 後に 形成 さ 
Ib 期 の 濾胞 を 持っ た も の が 1 個体 ずつ み られ た 。 7 れる dilatation と 形態 的 に 極め て 類似 し た 退化 第 1 
月 の の 卵巣 小 管 の 第 1 濾胞 は すべ て Ib 期 で あっ た 渡 胞 と Ib 期 の 第 2 濾胞 が , 9&o1l09]5V—0k Ib 期 の 第 

Table 2. Rates of oviposition in C. p. pallens females which were reared as adults from 


wild-caught larvae in early or middle October and thereafter allowed repeatedly 
to feed on a chicken and to oviposit under outdoor conditions in 1967. 


— z = S m 
! e | Period of | No. of | Total Period of Total % of ovi 
UA RE | feeding feeding  No.99 | OV1- | 0.99 | position 
g °? ' trials — | trials | fed (A) | position | oviposited (B) | (B/Ax100) 
Oct. 6 | Oct. 14 = | | Oct. 19 | | 
| 450 | | 37 1 131 .—— | | 90 68.7 
Oct. 10 | Nov. 11 = | | Dec. 2 | 
Oct. 13 , Oct. 20 | | Oct. 30 | 
| 100 | ME NE 24 — | 16 | 66.7 
Oct. 18 Nov. 16 | | | Nov. 28 | 
e " — RARE I m E 
Table 3. Developmental states of first follicles after blood-feeding of C.p. pallens females 
which were reared as adults from first instar larvae and kept continuously 
under combined conditions of various temperatures and photoperiods. 
n el | No.9 9 with Ist follicles of the | o ., 
Photo- | Days from | Days from No. 9 9| ^ bo | fof 99 
Eoo period | emergence ! feeding to| dis  |— ———- indicated stages ——, with follicles 
(hours) to feeding dissection | sected ' N Ia Ib LII IIa IIb Ila IIIb IV V | in stage V 
8 | 10 8 338 002 00 2D 0 0 0387| 99.0 
10 !| 10 7 。 . 46 200000 00 0 4 95,7 
25 | ! | | | 
12 5 10 12 | 8 5 117D0 0 0 0 0 0 58 71.6 
16 10 — | 8 | 192 002 00 0 0 0 019) 99.0 
23 16 10 | 20 98 ;0 00 00 0 0 0 0 98 100.0 
8 10 | 14 248 8 31500 2 1D 0 0 0219 88.3 
10 26 ——— 7 | 6 00000 0 0 0 1 5 83.3 
21 12 li 1 5i0O 0 0 00 0 0 0 0 5 10.0 
13 16 | 9 | 22 10 0 0 00 0 0 0 022 100.0 
| | uper | 
16 12 | 102 25 | 200 00 1D 0 0 0194 90.2 
12 | 10 | 7 ow ges 000 0 0 1 85 83.3 
19 13 10 8  . 39 000 00 0 0 0 030 100.0 
14 18 7 ° 7 00190900 0 0 0 6 85.7 
18 16 2 | ga» w ooo oo o 000 101 100.0 


1) In a few females, ca.6025 of the ovarioles had second follicles with degenerated 
first follicles, and the remaining 40% nondegenerated first follicles. 
2) Approximately 10% of follicles are in IIb and 90% in Ib. 
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1 濾胞 の みみ が み ら れ た.。 これ ら の 2 を 除け ば , 5 月 
~10 月 に 羽化 し た の すべ て が 成熟 卵 を 形成 し て いた . 
従っ て , 5 月 一 10 月 の どの 時 期 に お いて も , 吸血 後 の 
成 吾 卵 の 形成 率 は 極め て 高い こと に な る . し か し , 10 


月 以降 に 羽化 する ? は , それ 以前 の も の と 比べ て 生理 ) 


的 に か な り 違 い , 吸血 率 は 極め て 低い の が 普通 で あり , 
(Oda,1968), そ の た め に 12 と 判 検 個体 数 が 少な く な 
っ た だ た. そこで, 別 の 目的 の た め に , 10 月 上 , 中 旬 に 屋 
外 で 採集 , 羽化 させ た 450 及 び 100 に , の 37 回 及 
び 21 回 ヒ ョ ュ か ら 吸 血 さ せ , その 都度 吸血 し た を と 

り 出 し , 同 条 件 下 で 飼育 産卵 させ た 成績 を 参考 の た め 
こ 第 2 表 に 示し た . 

第 2 表 か ら 明 ら か な よう に , 両 % 群 と も に 約 70 多 と 
いう 高い 産卵 率 を 示し た . MERS の 卵巣 は 調べ な か 
っ た が , 成熟 卵 が 形成 され て も 必ず し ゃ 産卵 する と は 
限ら ず , また 吸血 * の 約 10 が 実験 期間 中 に 死亡 し た 
事実 と を 考え 併せ すると, この 場合 に も 成熟 卵 の 形成 率 
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更に 吸血 させ て 飼育 し た ? の 濾胞 の 発育 状態 を 調査 し 
た . その 結果 を 第 3 表 に 示す . 

どの 条件 下 で も , 高 率 に 成熟 卵 が 形成 され た . 吸血 
率 が 低下 する 低温 短 日 条件 下 で も 特に 成就 卵 形成 率 が 
低い と いう 傾向 は 認め られ な か っ た . な お ここ で , K 
部 要 が 形成 され な か っ た き の 湊 胞 に つい て みる と , N 
~Ib 期 ま で の 濾胞 を 持っ た も の が 大 部 分 で , 1-! 一 
IM 期 ま で の 濾胞 を 持っ た ? は 多く は な か っ た . し か し , 
吸血 を し な い 9 p d o de da OE EEUU REC UN Tb 
3 cfc Ia 期 ま で の も の も ある が , Mb 期 以 上 に は 
な ら た な い (Oda, 1968, 1971) の で , 吸血 に よっ て 成 
APIELA, 少し は 発育 する も の も ある こと 
が わか る . また , Hb 期 の 濾胞 を 持っ た で は , 卵巣 
内 の 約 10% の 渡 胞 が Ib 期 で , 残り の 約 90 %13 Ib 
期 で あっ た . この 他 に , 数 は 少な い が , 第 1 表 に 示し 
た よう な 退化 第 1 濾胞 を 持っ た 個体 も 発見 され た . 
第 3 表 は 吸血 後 も 同じ 実験 条件 下 で 飼育 し た 成績 で 


J 


は 極め て 高かっ た と 推定 され る . ある が , 第 4 表 に は , 吸血 を し た を 11, 12 月 の 自然 
次 に 18 乃至 25°C OWE Ll 8 2 16 時 間 の 日 長 条件 下 に 移し て 飼育 を し , その 卵巣 の 発育 程度 を 調べ 
と を 組み 合せ た 条件 下 で , laxkiumosSmuuxe, た 結果 を 示す . 
Table 4. The developmental states of the follicles in C. p. pallens females 
which were reared as adults from first instar larvae under conditons 
with temperatures of 21 and 25?C and photoperiods ranging from 
8to 16 hours, and immediately after blood-feeding kept till dissection 
under outdoor conditions in winter, 1968 — 1969. 
E | Mean |  No.9 9 with ist follicles of 25 of 
Temp. o | Days from e of outdoor ui Yom the indicated stages 9 9 with 
(°C) period emergence | out oor temp. 18- follicles 
(hours), to feeding | rearing (9C) sected | N Ia Ib LII Ia IIb IHa IIb IV V lin stage V 
| Dec. 10 
25 8 23 | 10.3 39 0 0 1 0 2 0 0 0 0 36 02.3 
Jan. 6 | 
| | 
| Dec. 22 
25 16 12 | | 10.9 77 0 0 4D 0 1 390 1 0 68 88.3 
| Jan. 6 . | 
[ | 
| Nov. 8 
21 10 9 12.8 15 0 0 2 0 0 0 0 0 0 13, 80.7 
| Nov. 22 | 
- | | 
| Nov. 5 | 
21 16 10 | | 12.0 103 2 0 9 0 3 13 0 0 1 87 | 84.5 
Nov. 28 | 


1) In one female out of four, ca. 70% of ovarioles had second follicles with degenerated 
first follicles, and the remaining 30% nondegenerated first follicles. 
2) In two females out of three, a few follicles advanced to IIb, but the others remained 


in Ib. 


3) A few follicles advanced to IIb, but the others remained in Ib. 
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この 実験 に お いて も , 大 多数 の で 成 封 卵 が 形成 さ 
れ , 吸血 後 冬 期 の 低温 に さら し て も 大 き な 変 化 は み ら 


論 


Swellengrebel(1929) は , “栄養 生殖 分 離 ” と いう 
語 を ,、 冬 の 間 吸 血 は する が 成 誤 卵 が で きず , 脂肪 体 を 
形成 する , An. L atroparvus に 対し て 用 いた が , 
Bates (1949) は 同様 の 現象 を 示す 帆 の すべ て に 対し 
て 適用 する こと を 提案 し た . し か し な が ら , イエ カ 族 
の 越冬 成虫 の 脂肪 体 は , 血液 か ら で は な く , 炭水化物 
に 由来 する の が 普通 で ある と され て いる (Downes, 
1958; Tate & Vincent, 1936) の で , これ が 正しい 
と する と , 厳密 な 意味 で の 栄養 生殖 分 離 は , イエ カ 族 
で は 存在 し な いこ と に な る が か が, 血 液 か ら 脂肪 体 が 形成 
され る こと が 全く な いか 査 か に つい て は , 今後 の 研究 
が 必要 で あろ うら . ここ で は , 脂肪 体 の 形成 の 有無 は な 考 
慮 に 入れ ず , 吸血 し て も 卵 が 成熟 し な い 場 合 を すべ て 
栄養 生 殆 分 離 と 呼ぶ こと に する . 

今回 の 実験 で は , この 栄養 生殖 分離 発現 率 は どの 
季節 に お いて も それ ほど 高く は な か っ た が , Hosoi 
(1954) は 同じ アカ イエ カ で , Eldridge (1966, 1968) 
は アカ イエ カ グ ル ー プ の 一 員 で ある Culex p. pipiens 
C. か な り 高 氷 の 栄養 生殖 分 離 を 報告 し て いる . この 


摘 


アカ イエ カ で は , 吸血 を し て も 成就 鉱 が 形成 され な 
い , いわ ゆる 栄養 生 殆 分 離 が 実験 的 に 起 る 事実 は 知ら 
れ て いる が , 自然 界 で の 越冬 生態 に 果す 役割 に つい て 
は , あま り わ か っ て いな い . この 点 を 明らか に する 第 
1 歩 と し て , 屋外 で 飼育 羽化 , 吸血 さ せ た *, 及び 種 
々 の 温度 と 日 長 と を 組み 合せ た 実験 環境 条件 下 で 1 令 
幼虫 か ら 飼育 羽化 , 吸血 させ た き を 同 条 件 下 で , ある 
い は 吸血 直後 か ら 11 及 び 12 月 の 屋外 条件 下 で 飼育 し て , 


文 


1) Bates, M. : The natural history of mosqui- 
toes. MacMillan, New York, 1949. 

2) Downes, J. A. The feeding habits of 
biting flies and their signiffcance in classifica- 
tion. Ann. Rev. Ent., 3: 249—266, 1958. 

3) Eldridge, B. F, : Environmental control of 


ovarian development in mosquitoes of the Calex 


れ な か っ た . 


議 


不一致 の 理由 に つい て は 今後 詳し い 調 査 が 必要 で ある 
が , Hosoi の 実験 は 彼 自 身 が 指摘 し て いる よう に , E 
か ら で は ほ は なく 人 か ら 吸 和 面 さ せ た こ と と 関係 が か ある よう 
で あり , また Eldridge は 高温 長 日 下 で 1 3R D 
鍋 育 し た 野 を 極端 な 低温 短 日 下 に 移し , 羽化 後 25"C 
で 吸血 させ て 再び も と の 低温 短 日 下 に も ど し た の が 原 
因 の よう ら に 思わ れる . 仮に 吸血 し た アカ イエ カ で は 栄 
養生 殖 分 離 発 現 率 が か な り 高 いと し て も , 本 種 の 越冬 
o は 主として 未 吸 面 @ か ら 成 り た っ て いる RD, 
1965 : Oda, 1968) こと は 先ず 間違い な い の で , 栄養 
生殖 分 離 が 本 種 の 越冬 に こと っ て 重要 な 役割 を 洒 し て い 
る と は 考え に くい , Anopheles で は , 吸血 し て 栄養 生 
殆 分 離 を 起 し , 形成 され た 脂肪 体 が 冬 の 間 の 個体 維持 
に 使わ れる と いう 越冬 様式 を と る も の も ある が , アカ 
イエ カ で は , 未成 誤 の 小型 渡 胞 を 振っ た まま 吸血 せ ず 
に 越冬 に 入る (Oda, 1968) の が 普通 の 姿 で , REE 
殖 分 離 を 起す も の が あっ た と し て $ も , それ は 本 種 の 越 
冬 生 態 か ら 考 えれ ば むし ろ 例 外 的 な も の で は な いか と 
推察 され る . 
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その 渡 胞 の 発育 状態 を 調べ た . その 結果 どの 場合 に お 
いて も 成就 卵 は 高岩 に 形成 され た の で , 栄養 生殖 分 離 
出現 率 は 高く は な か っ た こと に な る . 更に , アカ イ テ 
Ak, ARAD DWOR ož, 吸血 せ ず 
に 越冬 に 入る の が 普通 で ある こと を 考え 併せ る と , K 
SEEN MEX, 本 種 の 越冬 こ は そ れ は ほど 大 き な 人 役割 を 
果す よら に は 思わ れ な い . 
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